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What is a Passive House?
パッシブハウスとは？

２００９

Passivehouse.jp

スウェーデンの無暖房市営住宅 ドイツのパッシブハウス欧州のパッシブハウス

2■2001年4月30日 朝日新聞記事
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■サスティナブル社会の実現を目指して
『イエテボリ2050』は、スウェーデンの建築家ハンス・エー

クと物理資源理論学者ヨーハン・スワーンにより提言された
“再生可能な社会”の実現に向けたプロジェクト。「いかにエ
ネルギーのロスを防ぐか」を基本理念とし、新エネルギーへ
の転換や従来にはない発想の都市計画、廃棄物処理、更
には交通システムに至るまで、多岐にわたる分野での具体
的な提案が盛り込まれています

ハンス・エーク氏の活動Houses without Heating Systems
ハンス・エーク“無暖房住宅”

的な提案が盛り込まれています。
『無暖房住宅』を始めとする先進性が評価され、ハンス・

エーク氏は、ドイツ人建築物理学者ウォルフガング・ファイ
スト氏と共に2003年度の「イエテボリ国際環境賞」を受賞。
化石燃料や原子力に一切頼ることのない未来に向けた取
り組みが続けられています。リンドースの無暖房住宅

■Hans Gustaf Eek（ハンス・グスタフ・エーク）
1948年6月1日 スウェーデンのエークシュー生まれ。
1967年イエテボリ大学の理論物理学部。
1974年チャルマシュ工科大学の建築設計学部修士課程を卒
業。工学修士と建築設計家（SAR)。
地理学者である友人から、「人間の住む地球は、薄いリンゴ
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地理学者である友人から、 人間の住む地球は、薄いリンゴ
の皮のようなものであり、そこに人間の命や営みがある。化石
燃料の使用で、地球の温度が上昇している。」との話を聞き、
環境をテーマとしたEFEM設計事務所を１９７４年に仲間と設
立。1999年度からイエテボリ・エネルギー社のプロジェクト“イ
エテボリ2050”のコーデイネーター。その活動を評価され、
2003年度イエテボリ国際環境賞を受賞。2005年愛知万博協

会「愛・地球賞」受賞。『新しいエネルギーを考える前に、
エネルギーを使わない住宅を建てることが重要であ
る。』 （無暖房住宅）

Hans Gustaf Eek
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「地球環境と外断熱～エネルギーを使わない暮らし」

■主 催 ：特定非営利活動法人 外断熱推進会議（EIPC）
：（社）長野県環境保全協会 （長野セミナーのみ）

ハンス・エーク日本セミナー

（社）長野県環境保 協会 （長野 ナ み）
：信州大学工学部（長野セミナーのみ）

■後 援：経済産業省、東京都、長野県、京都市、北海道経済産業局、北海道、
札幌市、全国地球温暖化防止活動推進センター、（社）長野県経営者協会、
（社）信州経済同友会、（社）日本建築学会北陸支部長野支所、
（社）長野県建築士会長野支部、（社）日本建築家協会ＪＩＡ長野県クラブ
（社）長野県建築士事務所協会、信濃毎日新聞社、信越放送（株）
（社）北海道建築技術協会、（社）北海道建築士会、

（社）北海道建築士事務所協会
開催 時及び会場
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■開催日時及び会場：
（長野）平成１７年０２月２３日（水） メルパルク長野
（東京）平成１７年０２月２５日（金） 目黒区民センター
（京都）平成１７年０２月２７日（金） キャンパスプラザ京都
（札幌）平成１７年０３月０２日（水） 札幌コンベンションセンター会議室
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52005.02.23長野 ハンス・エークセミナー

「地球環境と無暖房住宅～エネルギーを使わない暮らし」

Passivehouse.jp

主催団体：
特定非営利活動法人 外断熱推進会議
（External Insulation Promotion Council（EIPC））

（社）長野県環境保全協会
信州大学工学部
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２００５.０２.２４
衆議院第一議員会館
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72005.02.25 東京 ハンス・エークセミナー

「地球環境と無暖房住宅～エネルギーを使わない暮らし」
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主催団体：
特定非営利活動法人 外断熱推進会議
（External Insulation Promotion Council（EIPC））

目黒区民センター

82005.02.27 京都 ハンス・エーク日本セミナー

「地球環境と無暖房住宅～エネルギーを使わない暮らし」

Passivehouse.jp

主催団体：
特定非営利活動法人 外断熱推進会議
（External Insulation Promotion Council（EIPC））

キャンパスプラザ京都
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92005.03.02 札幌 ハンス・エークセミナー

「地球環境と無暖房住宅～エネルギーを使わない暮らし」

Passivehouse.jp

主催団体：
特定非営利活動法人 外断熱推進会議
（External Insulation Promotion Council（EIPC））

札幌コンベンションセンター

10

□ Passive-house （パッシブハウス）
□ Zero-energy house（ゼロエネルギーハウス）
□ Ultra-low energy house（超低エネルギーハウス）

□ Body-heat house（体温で暖まる家）

■無暖房住宅とパッシブハウス

□ y a （体温で暖まる家）
□ Self-Heating house （自己暖房の家）
□ House without heating （無暖房住宅）

2005年２月 外断熱推進会議がハンス・エーク
氏を招聘し、長野・東京・京都・札幌で講演会を
開催する。ハンス・エーク氏のスウェーデンにお
けるH With t H ti S t
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けるHouses Without Heating Systems
（暖房機器のない家）を無暖房住宅と紹介する。

＊パッシブとは「受身の、消極的な、無抵抗の、
言いなりになる」などの意味があるので、パッシブ
ハウスは「自然エネルギーの恵みを受ける家」
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Entwicklungen bei den Energiestandards

NIEDRIGENERGIEHAUS - STANDARD
(LOW-ENERGY HOUSE STANDARD)

aktuel
● jährlicher Heizwärmebedarf  > 70 kWh/(m²a) bei Einfamilienhäusern (detached house)

● jährlicher Heizwärmebedarf  > 90 kWh/(m²a) bei Mehrfamilienhäusern(apartment building)

● angestrebter Standard für → Gebäudebestand (existing buildings)

→ Nicht-Wohngebäude(non-residential buildings)..Schulen, Hallen..etc

ENERGIESTANDARDS OHNE "HEIZUNG„ ENERGIESTANDARDS mit HEIZUNG 

Passivehouse.jp

( no "heating-system")

● PASSIV-HAUS

● NULL(0)ENERGIE-HAUS

● PLUS(+)ENERGIE-HAUS

(with heating-system)

● KFW 60- / KFW 40-Haus

● 5-Liter-/3-Liter-Haus

● SONNEN-HAUS

12

What is a Passive House?
A passive house is a building in which a comfortable interior climate can be maintained without 
active heating and cooling systems (Adamson 1987 and Feist 1988). The house heats 
and cools itself, hence "passive". 
For European passive construction, prerequisite to this capability is an annual heating 
requirement that is less than 15 kWh/(m²a), not to be attained at the cost of an increase in use 
of energy for other purposes (e.g. electricity). Furthermore, the combined primary energy

What is a Passive House?What is a Passive House?

gy p p ( g y) , p y gy
consumption of living area of a European passive house may not exceed 120 kWh/(m²a) for 
heat, hot water and household electricity. 

無暖房住宅（パッシブハウス）とは？

暖房や冷房設備がなくても室内の快適な気候を維持することがで
きる建物です。住宅の暖気や冷気自体がこの建物では“パッシブ
“なのです。欧州の無暖房住宅建設において要求される必要な能
力は 他の目的 使用される ネ ギ （例えば電気代） トの

Passivehouse.jp

力は、他の目的で使用されるエネルギー（例えば電気代）コストの
上昇を抑えるためにも年間の暖房に必要なエネルギーを１５Kwh/
㎡・a以下にしています。更に、欧州の無暖房住宅における居住エ

リアにおける様々な使用熱量は、温水や家事に使用する電気を含
めて１２０ Kwh/㎡・aを超えないようになっています。
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壁：430mm
U＝0.10 W/㎡K

屋根：480ｍｍ
U＝0 08W/㎡K

■スウェーデン 無暖房住宅各部の性能値

壁断熱

屋根断熱
４８０mm

U＝0.08W/㎡K

床：250mm
U＝0.09W/㎡K

窓の性能
U＝0.85W/㎡K

４３０㎜

基礎断熱
２５０㎜

熱交換率
83 87％

Passivehouse.jp

玄関ドア性能
U＝0.80W/㎡K

気密性能
0.5ach/h
n=50Pa

83～87％
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夏対策
日射遮蔽・遮光

■スウェーデン 無暖房住宅の夏と冬

通風

冬対策
日射取得・採光

日射遮蔽 遮光
超高断熱・高気密
通風
夜間換気
地熱利用

夏の日射遮蔽

冬の採光

熱交換換気

北は小さな窓

Passivehouse.jp

日射取得 採光
超高断熱・高気密
高断熱な窓とドア
熱交換換気システム
地熱利用
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15■the basic features that distinguish passive house construction

コンパクトな形状と高断熱 住宅の外気に面するすべての構成は、０．１５W/㎡・ｋ（熱負荷）を
超えないU-factor(熱貫流率）を達成できるように断熱されます。

南向きに建てること
遮光を考えること

太陽エネルギーの受熱利用は無暖房住宅をデザインするのに重
要な要因になります。

エネルギー効率の良い窓。
複層硝子と窓枠

窓（複層硝子と枠のトータル）は、太陽熱取得率が約５０％で、熱
貫流が０．８０W/㎡・ｋの熱貫流率を超えてはいけません。

建物の外気に接する面の気
密性

シールされない部分からの空気漏れは、０．６回より少なくしなけ
ればなりません。

新鮮空気の余熱 新鮮空気は地中熱を交換出来る地中ダクトを通して導入されま

Passivehouse.jp

す。地中熱を与えられた空気は、寒い冬季においても５℃以上の
温度になります。

熱交換換気システムによる
排気からの高効率な熱回収

排気に含まれるかなりの熱が、外から導入される新鮮空気に移
転されます。熱交換率８０％以上。

温水は再生エネルギー源を
利用して供給

太陽熱温水器、ヒートポンプが温水熱源として利用されます。

省エネルギー家庭電化製品 低エネルギー消費の冷蔵庫、ストーブ、冷凍庫、電灯、洗濯機、
乾燥機は無暖房住宅における必需品です。

16■２００８/6/30 Passivehouse Institute in Darmstadt

五つの重要なポイント

１．断熱
壁のU値 0.15W/㎡・K以下
窓のUｗ値 0.8w /㎡・k以下

５．熱交換換気
熱交換率 75％以上

４．気密

換気回数 n50 0.6/ｈ以下
３．窓ガラス
窓のUｇ値 0.8W/㎡・K以下
熱取得 50 55％

２．熱橋
0.01W/ｍ・K以下

Passivehouse.jp

熱取得 50～55％
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17■PHPP（ Passive House Planning Package 2007)

Passivehouse.jp

18■ドイツで初めて建設された
Passive House（１９９１年）

Passivehouse.jp

２００８年６月２９日 撮影 堀内
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19■Passive House（無暖房住宅）

Passivehouse.jp

20■ 1991年 ダルムシュタッドに建設された最初のPassivehouse

屋根 ０．１

壁

床 ０．１３

０．１４

Passivehouse.jp

窓

熱交換換気

０．７

熱回収率 ８０％
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21■Database for Passive House Projects

Passivehouse.jp

22■高性能な熱交換換気システム（Temovex SE）

左写真

介護サービス施設
桜ハウス玉川

(長野県茅野市）
に採用された

熱交換換気装置
REC-Temovex

ドイツで最初のパッシブハウス（1991年）に採用され、
18年経過した現在でも故障することなく使われている。
スウェーデン製の熱交換換気装置（Ｔeｍｏｖｅｘ）
住人は、換気装置のおかげで花粉症も治った・・・
（フィルターの重要性）

RT-1000S
熱回収率
８０％以上

＜2006/08＞

Passivehouse.jp

横置きタイプのＴｅｍｏｖｅｘ
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23■窓（硝子/三層・クリプトンガス入り＝0.7W/㎡･K）＋（特注窓枠） 0.78W/㎡・K

１９９１年当時、手作りでパッシブハウス用の窓をつくった・・・・

Passivehouse.jp

24■壁の構成（メンソーリ＋ＥＰＳ・２７５ミリ）外断熱

Passivehouse.jp
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25■ドイツにおける省エネルギー建築の変遷

ソ ラ ハウス

最低要求水準
（断熱や省エネに関する法律）

（WSVO/EnEV）

フラウンホーファー建築物理研究所（IBP）資料

ソーラーハウス

実際の建設
Baupraxis

ゼロ暖房ハウス

超低エネルギーハウス

低エネルギーハウス

研究開発
（デモ住宅実験）

２００２年基準
７０kwh/㎡・a

Passivehouse.jp

ドイツでは環境に優しい住宅のエネルギー消費基準を下記の５段階に分類していますー
①低エネルギーハウス ②超低エネルギーハウス ③ゼロ暖房エネルギーハウス
④ゼロエネルギーハウス ⑤プラスエネルギーハウス

26■省エネ法が建築の本質を変える

ドイツの省エネ基準（義務化）

ドイツWDVｓ（湿式外断熱協会）のゼッツラー博士が外断熱推進会議
主催の講演で、２０２０年より無暖房住宅（パッシブハウス）がドイツの
省エネ基準（最低要求基準）になると発言しました。

ドイツの省エネ基準（義務化）
1977年実施 200 kWh/m2・a
1984年実施 150 kWh/m2・a
1995年実施 100 kWh/m2・a
2002年実施 70 kWh/m2・a

（現在の省エネ基準）

Passivehouse.jp

2009年予定 50 kWh/m2・a
2012年予定 35 kWh/m2・a
2020年予定 15 kWh/m2・a

（パッシブハウス）
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27■ドイツにおける省エネルギー建築の推移

その他電力

換気装置

温水

暖房㎡
・
年

暖房

消
費

電
力

量
kW

h
/㎡

７５％
エネル
ギー
削減

Passivehouse.jp

EnEV(断熱令）２００２年基準

７０kwh/㎡・a
最低要求基準(法的義務化）

28■エネルギーパス（エネルギー証明書）

Passivehouse.jp
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29■エネルギーパス Ａランク（１５ｋｗｈ/㎡・a）＝Passive House

フランクフルト郊外に２００４年に建設された幼稚園+小学校（約８，０００㎡）

Passivehouse.jp

30

エネルギーパスは何のために必要なのでしょうか？
エネルギーパスとは？
なぜエネルギーパスはあるのでしょう？ ～その背景
エネルギーパスの法律的根拠
２種類のエネルギーパス ～住居と非住居
集合住宅のためのエネルギーパス
住宅のためのエネルギーパス
エネルギーパスの基礎知識
エネルギーの需要量と消費量という大きな違い

エネルギー・パス 解説書 ハンス・ディーター・ヘグナー著

ネルギ の需要量と消費量という大きな違い
エネルギーパスから何が判断出来ますか？
エネルギー需要量の計算
エネルギー消費量の集計
建物の改善に対する助言
誰がエネルギーパスの発行するのですか？
エネルギーパスの発行費用
エネルギーパスが建物の売買契約・賃貸契約に与える影響
非住宅のためのエネルギーパス
エネルギーパスの基礎知識
どのようなときにエネルギーパスが必要になりますか？
エネルギーの需要量と消費量という大きな違い
いつからエネルギーパスは義務になりますか？
発行済み ネルギ パスの取り扱い

Passivehouse.jp

発行済みエネルギーパスの取り扱い
建物の改善に対する助言
誰が非住居向けのエネルギーパスの発行するのですか？
エネルギーパスから何が判断出来ますか？
新しいルールの実行
担当所轄は州
罰金が科せられる場合
連絡先
便利なウェブサイト
用語集
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31■ENERGIEAUSWEIS（エネルギー証明書）

将来性のある建築(つまり新築)
省エネ面で将来性のある家を建てたい人は、今日では『ゼロ暖房
エネルギーハウス』を工務店やプレハブメーカーに依頼することが
出来ます。こういった家では暖房のために通常のエネルギーは必
要ありません 例としては 非常に大きな貯湯タンクが必要ですが要ありません。例としては、非常に大きな貯湯タンクが必要ですが
、夏季の太陽エネルギーを活用して暖房を行う方法があります。
この類の家は技術的には実現可能で、マーケットでも実際に販売
されています。しかし現在のエネルギー価格では、まだ経済性を
見込めないのが実情です。
それより賢明な選択は『パッシブハウス』です。それは特に優れた
断熱技術と熱交換型計画換気システムにより成り立っています

Passivehouse.jp

断熱技術と熱交換型計画換気システムにより成り立っています。
建物の暖房用熱量の不足分は主に内部発熱（人体・機器）や、
室内に差し込む日光のダイレクトゲインによってまかないます。
小さな補助暖房機能を換気設備に付属させる事が必要ですが、
従来の様な暖房設備は必要ありません。

32■

/

日本パッシブハウスセンター
http://passivehouse.jp/

Passivehouse.jp


